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研究成果の概要： 

iPad 上でプリントに解説をしながら書き込みを行い，収録した手元動画を 53 本配信した。
動画の解説と同じようにプリントに書き込みをしながら視聴することで，より主体的かつ効果
的に自習できるようにした。 
 手元動画と講義動画それぞれについて，平均再生回数は講義動画 14.7 回に対して手元動画は
16.2 回であり，手元動画の方が多くの生徒に視聴された。また，アンケート調査では，手元動
画を視聴した生徒は 33.3％であり，「参考になったか」という質問に「なった」「ややなった」
と回答した生徒は 87.0％であり，手元動画は視聴した生徒の自学自習に概ね役立ったと言える。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
 通信制高校で数学Ⅰを学ぶ生徒の自学自習を支援するために教室で黒板を使って撮影した講
義動画を 150 本以上配信してきた。しかし，講義動画には以下の２点の課題があるのではない
かと考えた。 
① 動画を視聴する際に，ノートを取らずにただ視聴しているだけの生徒が多く，学習が受動
的で、効果的なものになっていないのではないか。 
② 不登校経験のある生徒が教室で撮影された動画に，心理的に抵抗感を感じているのではな
いか。 
これら２点の課題を解決し，不登校経験のある生徒も含めたすべての生徒がより主体的かつ効
果的に学べる自学自習用動画教材を開発・実践するために，本研究に取り組んだ。 
 
研究分野：教科教育学（数学） 
 
キーワード：通信制高校 自学自習 動画 
 
１．研究の目的 

本研究は通信制高校で数学Ⅰを学ぶ生徒を対象に，iPad で撮影した手元動画を動画の解説と
同じようにプリントに書き込みをしながら視聴する方が，教室で撮影した講義動画を視聴する
よりも，主体的に学ぶことができ，学習内容が定着することを，講義動画と手元動画の再生回
数，年２回のアンケート調査，定期試験・単位修得率の結果によって明らかにすることを目的
として行った。 

 

２．研究成果 
 iPad 上で，PDF 化したプリントに解説をしながら Apple Pencil で書き込みを行い，その過程
と音声を画面収録機能で撮影した手元動画を学習サイト上で 53 本配信した。生徒には，動画の
中で使用するプリントをまとめた資料集（動画１本あたり１～４ページ）を配布し，動画の解
説と同じようにプリントに書き込みをしながら視聴することで，より主体的かつ効果的に自学
自習ができるようにした。学習サイト上では，講義動画も配信し，生徒はどちらも視聴可能と
した。 
 同じテーマの手元動画と講義動画それぞれ 53 本について，令和元年５月から令和２年２月ま
での期間の動画１本あたりの平均再生回数を比較すると，講義動画 14.7 回に対して手元動画は
16.2 回であり，講義動画よりも手元動画の方が通信制高校のより多くの生徒に視聴された。ま
た，前期レポート最終回でのアンケート調査で回答のあった 69 人の生徒のうち、手元動画を視
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聴した生徒は 33.3％（23人）であった。手元動画を視聴した生徒に「手元動画は参考になった
か」という質問に，「参考になった」「やや参考になった」と回答した生徒は 87.0％（20 人）で
あったことから手元動画は視聴した生徒の自学自習に概ね役立ったと言える。また，「あなたは
今まで学校や教室という空間に抵抗感を感じたことがありますか」という質問に，「あった」「や
やあった」と答えた生徒は 44.9％（31 人）であり，どの動画を視聴したか分類した結果次のよ
うになった。 

両方視聴した 手元動画のみ視聴した 講義動画のみ視聴した 両方とも視聴してない 

6 人（19.4％） 6 人（19.4％） 3 人（9.7％） 16 人（51.6％） 

この結果から学校や教室という空間に抵抗感を感じたことがある生徒にとっては手元動画の方
が活用されていることがわかる。 
 また，同じテーマの手元動画と講義動画それぞれ 53 本について，動画１本あたりの平均時間
を比較すると，講義動画６分 28 秒に対して手元動画は４分 18 秒であり，手元動画によって講
義動画よりも効率的に学べるようになった。  
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